
  資産に関するデータベースを統合してMaximoで利用、GISで可視化

クラウドベースのシステムOCMAXにより
公共施設マネジメント業務を効率化

公共施設等総合管理計画業務で資産管理システムとGISを統合

千葉県 佐倉市

＞ 住民サービス ＞ 資産管理
活用事例

 導入パートナー企業

P R O F I L E

左から  資産管理経営室の皆さん（4名）
右から  オリエンタルコンサルタンツ担当者（2名）

組織名：千葉県 佐倉市
           資産管理経営室 FM推進班
住所：〒285-8501
        千葉県佐倉市海隣寺町97
問合せ先：資産管理経営室 FM推進班
電話番号：043-484-6110
URL：http://www.city.sakura.lg.jp/ 

使用製品
ArcGIS自治体ソリューションライセンス
ArcGIS Enterprise

課題
・資産管理システムによる施設や土地の立地

状況の可視化
・システム利用者の限定性

導入効果　　　
・資産管理システムと GIS の統合による市民

からの要望対応の効率化
・システム利用者の拡大と継続性確保

組織名：株式会社オリエンタルコンサルタンツ
住所：〒151-0071
        東京都渋谷区本町3-12-1
電話番号：03-6311-7862
URL：http://www.oriconsul.com/

■概要

千葉県北部に位置する佐倉市は、都心か
ら40㎞、成田国際空港から15km、千葉市
から20kmに立地し、現在は約17万6,000
人の人口を擁している。高度経済成長期以
降、その立地から首都圏のベッドタウンとし
ての役割を担いつつ、市北部の印旛沼周
辺や佐倉城址周辺、市の東部や南部の農
村地帯等には豊かな自然が残っている。
佐倉市は、市民から市が所有する施設や土
地などの資産について対応要望を受けてい
るが、資産を管理する既存システムでは立
地状況が確認できず、別に導入しているスタ
ンドアロン型の既存GISで確認していた。そ
こで、資産管理システムに統合でき、クラウド
ベースでのシステム構築が可能なGISとして
ArcGIS Enterpriseを用いたシステムを新た
に導入した。新システムの導入により、検索し
た施設等の位置を同一システム内のマップ
で確認することが可能となり、業務効率化に
加え、複数の担当者がシステムを利用できる
継続性のある環境を整備することができた。

■課題

市が管理する施設や土地などの資産について、
「木が倒れそうなので撤去してほしい」、「草
が伸びているので処理してほしい」などの市民
からの要望に対し、それらの場所や担当部署

等を確認する必要があった。しかし、既存の資
産管理システムとGISは別々に運用されていた
ため、まずGISによって住所から要望位置や市
有地内であるかを把握し、次に既存の資産管
理システムを使い担当課を特定し伝達する必
要があった。さらに、既存のGISはスタンドアロ
ン型であり、利用できる職員とPCが限定され
ていたため、今後の継続性が懸念された。
また、社会インフラのメンテナンスの重要性や、
インフラ維持・補修コストの増大と熟練技術者
不足等に伴い、インフラ・メンテナンスの改革
が求められていた。総務省から地方自治体に
対して、公共施設等の総合的かつ計画的な管
理を推進するために「公共施設等総合管理計
画」の策定に取り組むよう要請が行われたこと
も新システム導入を検討する要因となった。
そこで、資産管理システムとGISを統合すること
で対象施設等の位置を同一システム内のマッ
プで可視化でき、複数の担当職員が各自の業
務用PCから利用できるシステムを検討し、株
式会社オリエンタルコンサルタンツが開発し
たクラウドベースのOCMAXの導入を決めた。
OCMAXは、地方自治体等の公共施設マネジ
メント業務の効率化に役立てられている。

■ArcGIS採用の理由

OCMAXは、施設や土地の管理に日本アイ・
ビー・エム株式会社のMaximoを利用して
おり、Maximoと連携可能なGISソフトとし
てArcGISが検討され、クラウドベースのシス
テムを構築するにあたり、Web経由でのアク
セスが可能なArcGIS Enterpriseが候補と
なった。これら2つのソフトウェア間での連携
が確認できたことからArcGIS Enterprise
が採用され、ArcGIS自治体ソリューション
ライセンスを導入した。
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■課題解決手法

各所管課で分散されている資産に関する
データベースを統合して管理を行うシステ
ムとしてOCMAXを利用し、地番図や市
有地地図を配信するシステムをArcGIS 
Enterpriseを使ってクラウド上に構築し
た。OCMAXでの検索結果に対応した資
産の位置情報をArcGIS Enterpriseから
システムに返すことで、システム内でのマッ
プ表示を実現している。
倒木等への対応要望が市民からあった
際に、対応を実施する箇所を住所・施設
名で検索を行う。GIS上で地番図や市有
地地図を確認し、市有地である場合に
は要望への対応を実施する。また、対応
実施箇所が公共施設の敷地内である場
合には、公共施設の所管課等の情報を
OCMAXで確認できるため、所管課への
作業依頼をスムーズに行うことができる。
OCMAXでの検索結果に連動して該当
箇所付近の地図が速やかに表示されるた
め、対応の実施可否を速やかに判断する
ことが可能である。

「職員でも場所を把握しきれない倉庫のよ
うな施設の位置をマップ上で確認でき、
同一システム内で表示されることが必須
であった」と、導入時の要件を実現するこ
とができたと担当者は語った。

■効果

ArcGISを導入することにより、次に挙げる
ような効果があった。

・	資産管理とGISによる可視化を行うシス
テムを、個別システムとしてではなく統合
システムとして導入することができた。

・	資産の検索結果から対象施設等の位
置を即座にマップで可視化できるように
なり、場所の特定に要する作業時間を
短縮することができ、業務の効率化が図
られた。

・	クラウドシステムを導入したことにより、
アクセスIDを持つ複数の職員が業務用
PCから利用できるようになり、利用者の
拡大と、継続性が確保された。

■今後の展望

今後は、施設の再配置計画において交通
アクセスの分析や施設評価値の可視化
機能の追加など、さらなる公共施設マネジ
メント業務への展開を目指していく。
また、毎年施設の所在地や類型、面積な
どを掲載した施設白書を公開しているが、
施設の位置を表すマップも掲載できれ
ば、より使いやすいものになるだろうとの
構想も語られた。
将来的に各部署の公共施設マネジメント
に関するデータやシステムを一つのシステ
ムで統合管理することができれば、さらな
る業務効率化につながるだろうと考えて
いる。

新システム導入による業務効率化

システム画面


